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説
経
人
形
の
幕
間
に
演
じ
ら
れ
、
使
い
手
の
セ
リ
フ
の
掛
け
合
い
で
進
む
滑
稽

な
人
形
芝
居
で
す
。

　

佐
渡
で
は
「
狂
言
芝
居
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
佐
渡
弁
の
巧
み
な
セ
リ
フ

回
し
で
、時
に
は
時
勢
や
人
情
の
風
刺
も
交
え
な
が
ら
観
衆
の
笑
い
を
誘
い
ま
す
。

佐
渡
で
は
廣こ

う
え
い栄

座ざ

が
、
説
経
人
形
芝
居
と
と
も
に
受
け
継
い
で
い
ま
す
。

四
国
へ
の
道
す
が
ら
、
京

の
仏
師
を
訪
ね
た
下
の
長

者
は
二
十
五
両
で
生
地
蔵

を
注
文
す
る
。

腹
黒
い
仏
師
は
隣
に
住
む

木
之
助
を
だ
ま
し
、
生
地

蔵
に
仕
立
て
、
四
国
か
ら

戻
っ
た
下
の
長
者
に
木
之

助
を
生
地
蔵
と
し
て
渡
す
。

喜
ん
で
持
っ
て
帰
っ
た
下

の
長
者
だ
が
、
道
中
、
問
答

を
繰
り
返
す
う
ち
、
偽
物
で

は
な
い
か
と
疑
問
を
抱
く
。

四
国
の
お
遍
路
に
旅
立
つ

下
の
長
者
に
、
女
房
の
お
花

が
生
地
蔵
を
土
産
に
買
っ

て
き
て
欲
し
い
と
せ
が
む
。

下
の
長
者
に
追
い
回
さ
れ

た
木
之
助
は
、
裸
に
さ
れ

て
放
尿
す
る
。

の
ろ
ま
人
形

　　

説
経
人
形
と
同
じ
く
、
観
客
席
と
舞
台
を
４
尺

５
寸
（
1.5
ｍ
）
と
い
う
高
い
腰
幕
一
枚
で
隔
て
た

原
始
的
な
舞
台
様
式
で
す
。

　　

語
り
本
や
太
夫
の
語
り
は
な
く
、
時
事
ネ
タ
を

交
え
な
が
ら
、
面
白
お
か
し
く
方
言
で
セ
リ
フ
を

語
り
ま
す
。
複
数
の
演
目
が
あ
り
ま
す
が
、
主
役

は
常
に
愚
鈍
な
「
木き

の
す
け

之
助
」
で
、
失
敗
し
て
裸
に

さ
れ
る
と
い
う
オ
チ
に
な
り
ま
す
。

　

他
の
登
場
人
物
は
好
々
爺
の
「
下し

も

の
長
者
」、↓

↓
根
性
よ
し
で
男
好
き
の
「
お
花
」、
腹
黒
い「
仏

師
」
で
す
。
下
の
長
者
の
登
場
や
、
木
之
助
が
舞

台
を
逃
げ
回
る
場
面
で
は
、
笛
と
太
鼓
の
お
は
や

し
が
付
け
ら
れ
ま
す
。

　

木
之
助
の
着
物
だ
け
は
前
を
ひ
も
で
結
ん
で
あ

り
、
す
ぐ
に
脱
げ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

４
個
の
首
が
県
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

木
之
助
だ
け
は
、
佐
渡
の
人
形
に
は

珍
し
く
胴
体
と
手
、
足
が
あ
り
ま
す
。

　

男
の
シ
ン
ボ
ル
は
胴
体
に
付
い
て
い

る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
廣
栄
座
の
も
の
は
別
に

20
㎝
く
ら
い
の
桐
の
木
に
穴
を
あ
け
て
、
こ
こ
か

ら
役
者
が
水
を
吹
き
上
げ
、
小
便
を
出
し
ま
す
。

　　

四
国
遍
路
に
旅
立
つ
際
、
女
房
の
お
花
に
生
地

蔵
を
土
産
に
せ
が
ま
れ
た
下
の
長
者
は
、
京
の
仏

師
を
訪
ね
、
生
地
蔵
を
二
十
五
両
で
注
文
し
四
国

へ
渡
っ
た
。
腹
黒
い
仏
師
は
隣
の
木
之
助
を
生
地

蔵
に
仕
立
て
、
四
国
遍
路
を
終
え
た
下
の
長
者
に

渡
し
た
。

　

道
中
、生
地
蔵
と
問
答
を
始
め
た
下
の
長
者
は
、

仏
と
は
思
え
な
い
受
け
答
え
に
不
信
感
を
抱
き
、

調
べ
よ
う
と
争
い
に
な
り
、
つ
い
に
木
之
助
は
裸

に
さ
れ
て
逃
げ
回
る
。

　
舞
　
台

　
演
　
出

　
人
形
首（
か
し
ら
）

　
代
表
演
目
『
生
地
蔵
（
い
き
じ
ぞ
う
）』

「 生 地 蔵 」

　
登
場
人
物

下の長者お　花 仏　師 木之助

　
衣
　
装


